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陸
上
自
衛
隊
北
部
方
面
本
部
は

「
ノ
ー
ザ
ン
レ
ス
キ
ュ
ー
」
と
命
名

し
た
大
規
模
災
害
対
処
訓
練
を
８
月

26
日
～
30
日
に
実
施
す
る
と
公
表

し
ま
し
た
。
道
庁
に
立
ち
上
げ
る
災

害
対
策
本
部
で
の
図
上
訓
練
の
ほ

か
、
道
や
道
東
の
市
町
村
と
の
実
動

訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
日
本
共

産
党
道
議
団
は
7
月
23
日
、
「
地

域
防
災
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

な
い
外
国
軍
と
の
訓
練
は
災
害
対
策

に
名
を
借
り
た
軍
事
一
体
訓
練
で
あ

り
、
到
底
容
認
で
き
な
い
」
と
外
国

軍
の
参
加
中
止
を
申
し
入
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
道
が
受
け
入
れ
た
経
過

や
訓
練
内
容
の
情
報
開
示
も
十
分
で

は
な
く
、
迅
速
な
公
表
を
求
め
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
道
と
自
治
体
と
の
防

災
訓
練
に
外
国
の
軍
隊
が
参
加
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

対
応
し
た
危
機
対
策
局
長
は
、

「
大
規
模
災
害
訓
練
へ
の
外
国
軍
の

参
加
は
問
題
な
い
。
８
月
の
道
議
会

に
報
告
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
28
日
の
政
府
交
渉
で
、

防
衛
省
に
直
接
中
止
を
申
し
入
れ
ま

し
た
。
担
当
官
は
、
「
知
事
も
了
承

し
て
お
り
、
重
要
な
訓
練
だ
」
と
い

う
認
識
を
示
し
ま
し
た
。 

 

真
下
議
員
は
防
災
に
名
を
借
り
て

憲
法
違
反
の
戦
争
法
を
先
取
り
す
る

か
の
よ
う
に
、
北
海
道
を
外
国
軍
と

自
衛
隊
と
の
共
同
訓
練
の
場
に
す
る

こ
と
は
到
底
許
さ
れ
な
い
と
厳
し
く

申
し
入
れ
ま
し
た
。 

 

陸
上
自
衛
隊
北
部
方
面
本
部
は
７
月
10
日
、
大
規
模
訓
練
を
実
施
す
る

と
公
表
し
ま
し
た
。
米
軍
、
豪
軍
も
参
加
す
る
実
動
訓
練
も
行
う
、
災
害
対

策
に
名
を
借
り
た
実
質
的
な
軍
事
一
体
訓
練
と
言
え
ま
す
。
憲
法
違
反
の
戦

争
法
案
に
反
対
の
国
民
世
論
が
高
ま
る
中
、
日
本
共
産
党
道
議
団
は
「
到
底

容
認
で
き
な
い
」
と
、
７
月
23
日
に
は
道
に
、
28
日
に
は
直
接
防
衛
省

に
、
外
国
軍
の
参
加
中
止
を
求
め
ま
し
た
。 

道危機対策局長に外国軍の参加中
止を申し入れる真下議員ら 

 

11
日
の
参
院
安
保
法
制
特
別
委

員
会
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
防
衛
省
統

合
幕
僚
監
部
の
内
部
文
書
。
国
民
に

知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
、
ま
た
、
法
案

の
審
議
が
始
ま
る
前
か
ら
８
月
成

立
、
２
月
実
行
を
前
提
に
部
隊
編
成

な
ど
の
実
施
計
画
が
作
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
法

案
が
成
立
し
な
け
れ

ば
実
施
で
き
な
い
兵

站
活
動
や
Ｐ
Ｋ
О
を

行
う
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
日
米

の
軍
と
軍
に
よ
る
調

整
所
の
設
置
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
自

衛
隊
の
制
服
組
が
国

会
審
議
を
無
視
し

 

戦
後
70
年
を
迎
え
た
８
月
15
日
、
参
議
院
で
審
議
中
の
安
保
法
案
の
８
月

成
立
を
前
提
に
し
た
実
施
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
小
池
晃
参
議

院
議
員
の
質
問
で
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
国
会
無
視
の
暴
走
に
批
判
が
噴

出
す
る
中
、
平
和
通
買
物
公
園
で
定
例
報
告
を
し
ま
し
た
。 

て
、
憲
法
に
違
反
す
る
法
の
成
立
を

前
提
に
進
め
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
戦

前
の
軍
部
の
暴
走
と
同
様
の
こ
と
が

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
真

下
議
員
は
、
戦
後
70
年
を
迎
え
た

15
日
、
戦
争
す
る
国
へ
変
貌
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
国
民
が
不
断

に
監
視
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
訴
え

ま
し
た
。 

 

15

日

に

は
、
「
絶
対
戦

争
さ
せ
な
い
市

民
パ
レ
ー
ド
」

が
旭
川
市
内
で

行
わ
れ
、
８
０

０
人
が
参
加
、

真
下
議
員
も
参

加
し
ま
し
た
。 

 

柔
道
授
業
が
必
修
化
さ
れ
て
丸
３
年

経
過
し
ま
し
た
。
旭
川
市
民
か
ら
「
柔

道
の
授
業
で
脳
し
ん
と
う
を
起
こ
し
た

の
に
必
要
な
対
応
が
と
ら
れ
な
か
っ

た
」
と
真
下
議
員
に
相
談
が
あ
り
、
７

月
９
日
の
文
教
委
員
会
で
、
佐
野
弘
美

議
員
が
安
全
対
策
の
強
化
を
求
め
ま
し

た
。 

 

道
教
委
の
調
査
で
は
、
全
治
３
週
間

以
上
の
ケ
ガ
は
や
や
減
少
し
た
も
の

の
、
昨
年
度
の
中
学
１
・
２
年
生
で
、

骨
折
４
件
を
含
む
５
件
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
佐
野
議
員
は
、
相
談
事
例
を

示
し
、
「
毎
年
骨
折
な
ど
の
重
大
な
ケ

ガ
が
発
生
し
、
命
に
か
か
わ
る
頭
部
外

傷
の
リ
ス
ク
も
あ
る
柔
道
を
必
修
で
学

ば
せ
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
、
中
止

も
含
め
て
し
っ
か
り
検
討
す
べ
き
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。 

 

杉
本
昭
則
学
校
教
育
監
は
「
武
道
の

授
業
は
、
何
よ
り
も
生
徒
の
安
全
に
つ

い
て
十
分
に
配
慮
す
る
必
要
性
が
あ

る
。
今
後
と
も
関
係
団
体
等
と
の
連
携

を
強
化
し
、
安
全
か
つ
効
果
的
な
武
道

の
授
業
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
指
導
助
言

に
努
め
る
」
と
答
え
、
安
全
対
策
の
強

化
を
約
束
し
ま
し
た
。 



 

市
町
村
が
実
施
し
て
い
る
子
ど
も
の

医
療
費
を
助
成
す
る
医
療
費
給
付
事

業
は
、
病
気
や
け
が
の
時
に
お
金
の

心
配
な
く
安
心
し
て
受
診
で
き
る
た

め
、
子
育
て
支
援
策
と
し
て
も
効
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
国
は

拡
充
す
る
ど
こ
ろ
か
、
事
業
を
実
施

し
て
い
る
自
治
体
に
対
し
て
交
付
金

を
カ
ッ
ト
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
か

け
続
け
て
い
ま
す
。 

 

真
下
議
員
は
厚
生
労
働
省
に
対

し
、
人
口
減
少
対
策
・
子
育
て
支
援

対
策
を
掲
げ
な
が
ら
交
付
金
を
カ
ッ

ト
す
る
国
の
姿
勢
を
転
換
す
る
よ
う

強
く
求
め
ま
し
た
。 

 

北
海
道
の
影
響
額
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
・
重
度
心
身
障
害
の
医
療
費
給

付
事
業
も
合
わ
せ
て
年
間
約
11
億
８

６
０
０
万
円
、
減
額
率
は
11
・
5
％

に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
旭
川
市
は

約
１
億
円
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

共
産
党
道
議
団
は
、
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
事
業
の
拡
充
と
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
の
中
止
を
繰
り
返
し
求
め
、

全
国
知
事
会
も
国
に
よ
る
実
施
と
交

付
金
の
支
給
を
求
め
て
い
ま
す
が
、

国
は
頑
な
に
拒
ん
で
き
ま
し
た
が
、

全
国
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
検
討
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

国
土
交
通
省
に
は
、
Ｊ
Ｒ
日
高
線

の
早
期
復
旧
、
深
川
駅
な
ど
へ
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、
安
全
対
策
等
に

つ
い
て
、
現
地
調
査
を
も
と
に
要
望

し
ま
し
た
。 

 
 

 

障
害
や
無
戸
籍
な
ど
の
理
由
で
義

務
教
育
を
修
了
で
き
な
か
っ
た
方
々

が
通
学
で
き
る
夜
間
中
学
に
つ
い

て
、
広
大
な
北
海
道
で
の
複
数
設
置

を
求
め
ま
し
た
。 

 

文
科
省
は
、
調
査
を
行
い
、
夜
間

中
学
の
設
置
が
必
要
と
の
べ
、
道
内

の
実
情
に
つ
い
て
も
理
解
を
示
し
ま

し
た
。 

 

真
下
議
員
は
、
地
方
審
議
会
決
定

前
の
10
日
、
菊
地
葉
子
、
宮
川
潤
、

佐
野
弘
美
の
各
道
議
と
と
も
に
、
北

海
道
労
働
局
に
「
最
低
賃
金
の
大
幅

引
き
上
げ
を
求
め
る
要
請
書
」
を
提

出
し
ま
し
た
。 

 

東
京
都
と
北
海
道
の
最
低
賃
金
の

格
差
は
こ
の
10
年
で
72
円
か
ら
１
４

０
円
に
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
北
海

道
は
、
非
正
規
雇
用
が
４
割
を
超

え
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
解
消
の
た

め
に
大
幅
な
引
き
上
げ
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
真
下
議
員
は
、
最
低
賃
金
の

大
幅
な
引
き
上
げ
と
、

道
内
の
物
価
上
昇
率
を

下
回
ら
な
い
こ
と
、
中

小
零
細
企
業
へ
の
支
援

策
の
実
施
、
『
全
国
一

律
最
低
賃
金
制
度
』
で

地
域
格
差
の
解
消
を
求

め
ま
し
た
。 

 

北
海
道
労
働
局
の
飛

田
誠
一
賃
金
課
長
は

「
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
賃
金
が
望
ま
し

い
。
『
全
国
一
律
最
低

賃
金
制
度
』
は
法
の
根
幹
を
変
え
な

い
と
解
消
で
き
な
い
」
と
話
し
、
要

請
の
内
容
は
た
だ
ち
に
審
議
会
に
伝

え
る
と
答
え
ま
し
た
。 

 

真
下
議
員
は
、
「
最
低
賃
金
は
貧

困
を
解
消
し
、
格
差
を
な
く
す
役
割

を
果
た
す
べ
き
。
北
海
道
の
最
低
賃

金
は
生
活
保
護
基
準
よ
り
も
実
質
的

に
は
ま
だ
低
く
、
こ
の
10
年
で
格
差

は
２
倍
に
拡
大
。
人
口
流
出
を
止

め
、
地
域
再
生
を
果
た
す
た
め
に
大

幅
な
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
不
可

欠
」
と
強
く
求
め
ま
し
た
。 

 
15
年
度
の
最
低
賃
金
は
全
国
平
均

18
円
の
引
き
上
げ
で
７
９
８
円
、
北

海
道
は
16
円
の
引
き
上
げ
が
12
日
に

決
定
。
10
月
８
日
か
ら
７
６
４
円
と

な
り
ま
す
。 

 

地
域
格
差
は
一
層
拡
大
し
、
人

材
・
人
口
流
出
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
地
域
経
済
の
浮
揚
に
も
影
響
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
本
来
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
る
水
準
へ
引
き
上

げ
る
こ
と
は
経
済
政
策
と
し
て
も
急

務
と
言
え
ま
す
。 

 道議団が４人になって活気が出
てきたことを花岡ユリ子元道議に
報告しました。日課のウオーキン
グをしながら、元気に頑張ってい
る様子に安心。後継者に議席を引
き継ぐことができてほっとできた
ようです。 


